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続
け
ら
れ
る
助
け
あ
い
温
も
り
の
ま

ち
」「
伝
統
文
化
の
息
づ
く
ま
ち
」「
森

と
水
の
ち
か
ら
ほ
と
ば
し
る
ま
ち
」
の

理
念
は
、
現
在
の
「
秩
父
市
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
」
に
も
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
特
集
で
は
、
こ
の
20
年
の
秩
父

市
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
平
成
17
年
４
月
１
日
、
旧
秩
父
市
・

旧
吉
田
町
・
旧
大
滝
村
・
旧
荒
川
村
が

合
併
し
、
新
た
な
「
秩
父
市
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。
今
年
は
、
新
市
が
誕
生
し

て
20
年
の
節
目
の
年
で
す
。

　
左
の
写
真
は
、
満
開
の
桜
と
秩
父
市

役
所
旧
本
庁
舎
が
表
紙
の
、
合
併
後
の

市
報
ち
ち
ぶ
第
１
号
の
表
紙
で
す
。

　
１
市
１
町
２
村
が
合
併
し
ス
タ
ー
ト

し
た
秩
父
市
は
、
新
市
の
将
来
像
と
し

て
「
ま
ち
輝
き
　
む
ら
際
立
ち
　
森
と

水
の
ち
か
ら
ほ
と
ば
し
る
　
助
け
あ
い

　
温
も
り
の
ま
ち
　
ち
ち
ぶ
」
を
掲
げ
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。

　
当
時
の
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
基

本
理
念
「
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
住
み

新
秩
父
市
誕
生

新
秩
父
市
誕
生
2020
周
年
を
迎
え
て

周
年
を
迎
え
て
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市　章
　大正15年（1926年）に制定され、平成17年の４市町村合
併後も、秩父市の市章として採用されました。
　秩父市の「父」の字を図案化したもので、協和の精神を
表現しています。

秩父市の木
カエデ

秩父市の花
シバザクラ

秩父市の鳥
オオルリ

秩
父
に
新
風
。

秩
父
に
新
風
。

　
秩
父
市
は
、
平
成
17
年
４
月
１
日
に

旧
秩
父
市
、
旧
吉
田
町
、
旧
大
滝
村
、

旧
荒
川
村
が
合
併
し
、「
新
秩
父
市
」

と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
20
年
、
私
た
ち
は
数
々

の
挑
戦
と
変
化
の
時
代
を
共
に
歩
ん
で

き
ま
し
た
。
こ
の
節
目
の
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
改
め
て
こ
れ
ま
で
秩
父
市

の
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
す
べ
て

の
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
し
て
、
合
併
と
い
う
大
き
な

決
断
に
臨
み
、
新
し
い
秩
父
の
礎
を
築

い
て
く
だ
さ
っ
た
当
時
の
首
長
、
議
員
、

関
係
者
、
そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ま
に
、

深
い
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
20
年
前
の
合
併
は
、
単
に
行
政
区
域

を
一
つ
に
す
る
も
の
で
は
な
く
、
地
域

の
力
を
結
集
し
、
次
の
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
い
う
強

　
新
秩
父
市
誕
生

　
　
20
周
年
に
寄
せ
て

秩
父
市
長
　
清
野
　
和
彦

い
決
意
の
表
れ
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
も
つ
伝
統
や
文
化
、

自
然
、
そ
し
て
人
の
温
か
さ
を
尊
重
し

な
が
ら
、
互
い
に
支
え
合
う
ま
ち
と
し

て
発
展
を
目
指
し
て
き
た
こ
と
こ
そ
、

秩
父
市
の
大
き
な
誇
り
で
す
。

　
こ
の
20
年
間
で
、
少
子
高
齢
化
や
人

口
減
少
、
災
害
の
激
甚
化
な
ど
、
地
方

自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
、

私
た
ち
は
「
秩
父
の
良
さ
」
を
守
り
な

が
ら
、
新
し
い
挑
戦
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
森
林
資
源
の
活
用
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、
観
光
と
暮
ら
し
が

調
和
す
る
地
域
経
済
の
創
出
、
そ
し
て

何
よ
り
も
「
こ
こ
で
暮
ら
し
て
良
か
っ

た
」
と
思
え
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向

け
、
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
次
の
10
年
、
20
年
に
向
け
て
、
私
た

ち
が
大
切
に
し
た
い
の
は「
つ
な
が
り
」

と
「
挑
戦
」
で
す
。
自
然
と
人
、
人
と

人
、
地
域
と
世
界
。
そ
の
つ
な
が
り
を

育
み
な
が
ら
、
秩
父
の
未
来
を
切
り
拓

く
挑
戦
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
、
一
人
ひ
と
り
が
主
役
で

す
。
皆
さ
ん
と
共
に
、「
次
の
世
代
に

誇
れ
る
秩
父
」
を
創
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
20
周
年
と
い
う
節
目
は
、
過
去
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
新
た
な
時
代
の
幕

開
け
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
美
し
い
郷

土
を
愛
し
、
支
え
、
未
来
へ
と
つ
な
げ

て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
、
心

か
ら
の
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

個
性
あ
る
地
域
の
力
を
活
か
し
て
、
わ

か
ち
あ
い
の
秩
父
を
つ
く
る
た
め
に
、

力
強
く
歩
み
続
け
ま
す
。

吉田町章　カタカナの「ヨ」を４
つ「田」の周りに
配して「吉田」を
抽象的に図案化し
たものです。

大滝村章　大滝村の「大タキ」
の字を図案化し
たものです。

荒川村章　荒川村の「荒」の字
を図案化したも
のです。

【コラム】旧町村の町章・村章

秩
父
市
の
市
章
・
木
・
花
・
鳥

秩
父
市
の
市
章
・
木
・
花
・
鳥
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４
月　
　
　
新
「
秩
父
市
」
誕
生  

　
　
　
　
　
秩
父
市
長
職
務
執
行
者
に
猪
野
正
一
氏
（
旧
吉
田
町
長
）
が
就
任

５
月　
　
　
初
代
秩
父
市
長
に
栗
原
稔
氏
が
就
任

５
月　
　
　
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
制
定

10
月　
　
　
合
併
秩
父
市
誕
生
記
念
式
典
の
開
催

　
　
　
　
　
　
合
併
記
念
碑
の
除
幕
式
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

10
月　
　
　
お
出
か
け
楽
々
バ
ス
運
行
開
始

３
月　
　
　
秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
「
旅
立
ち
の
丘
」
完
成

　
　
　
　
　
　�

全
国
の
卒
業
式
で
歌
わ
れ
る
合
唱
曲「
旅
立
ち
の
日
に
」（
作
詞
：
小
嶋
登
氏
・
作
曲
：

高
橋
浩
美
氏
）
が
秩
父
市
発
祥
で
あ
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
市
街
地
を
一
望
で
き
る

展
望
台
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

５
月　
　
　

�

羊
山
公
園
「
芝
桜
の
丘
」
の
来
園
者
が
年
間
百
万
人
を
突
破

９
月　
　
　
「
ち
ち
ぶ
芸
術
祭
」
始
ま
る

12
月　
　
　
ち
ち
ぶ
バ
イ
オ
マ
ス
元
気
村
発
電
所
完
成

12
月　
　
　
西
武
鉄
道
株
式
会
社
か
ら
「
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ
の
森
」
が
無
償
譲
渡

10
月　
　
　
そ
ば
処
「
ち
ち
ぶ
花
見
の
里
」
オ
ー
プ
ン

11
月　
　
　
吉
田
中
学
校
新
校
舎
完
成

11
月　
　
　
甲
武
信
源
流
サ
ミ
ッ
ト
宣
言

平
成
17
年

（2005

年
）

平
成
18
年

（2006

年
）

平
成
19
年

（2007

年
）

秩
父
市

秩
父
市
2020
年
の
歩
み

年
の
歩
み

平
成
17
年
４
月
１
日
に
誕
生
し
た
秩
父
市
の
20
年
間
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。
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１
月　
　
　
秩
父
第
一
中
学
校
新
校
舎
完
成

３
月　
　
　
明
日
の
笑
顔
は
世
代
を
こ
え
て
！

　
　
　
　
　
「
子
育
て
支
援
・
元
気
長
寿
の
ま
ち
」
宣
言

４
月　
　
　
「
和
銅
奉
献
１
３
０
０
年
記
念
祝
賀
ま
つ
り
」
開
催

３
月　
　
　
ち
ち
ぶ
定
住
自
立
圏
中
心
市
宣
言

３
月　
　
　
荒
川
東
小
学
校
新
校
舎
完
成

平
成
20
年

（2008

年
）

平
成
21
年

（2009

年
）

秩父市 飛躍の20周年を祝して

　秩父市誕生20周年、誠におめでとう
ございます。合併新市の船出を担った
初代市長として、この節目を市民の皆
様と迎えられますことを、心より光栄
に思います。
　平成17年４月１日の新市誕生は、決
して平坦な道のりではありませんでし

た。１市１町２村の垣根を越え、歴史や文化などの違いを乗
り越えて「一つになる」という大事業は、市民の皆様の深い
ご理解と関係者の方々の多大なるご尽力があってこそ実現し
たものです。
　「まち輝き むら際立ち 森と水のちからほとばしる 助けあ
い 温もりのまち ちちぶ」という新市の将来像は、今も秩父
市民の道しるべです。
　この20年間で、秩父市は観光、産業、福祉、教育など、さ
まざまな分野で着実に歩みを進めてきました。現在の秩父市
の発展は、その一つ一つの努力の積み重ねの結果です。
　秩父市の光輝く未来に向けて、新たな挑戦とさらなる飛躍、
そして、市民の皆様のご健勝とご多幸を心より祈念申し上げ
ます。

　　　　　　　　　　　　　秩父市初代市長
　　　　　　　　　　　　　秩父市名誉市民　栗 原　　稔
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５
月　
　
　
第
２
代
秩
父
市
長
に
久
喜
邦
康
氏
が
就
任

10
月　
　
　
秩
父
滝
沢
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
Ｂ
Ｍ
Ｘ
コ
ー
ス
の
完
成

３
月　
　
　
高
篠
小
学
校
新
校
舎
完
成

11
月　
　
　
影
森
公
民
館
完
成

３
月　
　
　
滝
沢
ダ
ム
完
成

４
月
～　
　
ア
ニ
メ
「
あ
の
日
見
た
花
の
名
前
を
僕
達
は
ま
だ
知
ら
な
い
。」
放
送

　
　
　
　
　
　
秩
父
が
舞
台
設
定
の
モ
デ
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
か
ら
フ
ァ
ン
が
聖
地
巡
礼

　
　
　
　
　
　（
舞
台
探
訪
）
に
訪
れ
、ア
ニ
メ
の
聖
地
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

９
月　
　
　
ち
ち
ぶ
医
療
協
議
会
設
立

９
月　
　
　
ジ
オ
パ
ー
ク
秩
父
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

12
月　
　
　
秩
父
銘
仙
が
国
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定

３
月　
　
　
尾
田
蒔
小
学
校
新
校
舎
完
成

２
月　
　
　
秩
父
で
の
観
測
史
上
最
深
98
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
積
雪
を
記
録

　
　
　
　
　
（
秩
父
特
別
地
域
気
象
観
測
所
・
上
町
）

３
月　
　
　
大
滝
小
学
校
閉
校

１
月　
　
　
秩
父
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ポ
テ
く
ま
く
ん
」
誕
生

３
月　
　
　
大
滝
中
学
校
閉
校

11
月　
　
　
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
国
際
認
証
取
得

　
　
　
　
　
　�

花
の
木
小
学
校
、
南
小
学
校
、
秩
父
第
二
中
学
校
が
認
証
を
取
得
。

平
成
21
年

（2009

年
）

平
成
22
年

（2010

年
）

平
成
23
年

（2011

年
）

平
成
25
年

（2013

年
）

平
成
26
年

（2014

年
）

平
成
27
年

（2015

年
）
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　�

中
学
校
区
単
位
で
の
Ｉ
Ｓ
Ｓ
（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル
）
の
認
証

は
全
国
初
で
し
た
。

12
月　
　
　
「
秩
父
祭
の
屋
台
行
事
と
神
楽
」
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

３
月　
　
　
秩
父
宮
記
念
市
民
会
館
・
秩
父
市
役
所
本
庁
舎
開
館

３
月　
　
　
「
秩
父
吉
田
の
龍
勢
」
が
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

３
月　
　
　
大
滝
総
合
支
所
移
転

４
月　
　
　
秩
父
新
電
力
株
式
会
社
設
立

８
月　
　
　
秩
父
お
も
て
な
し
Ｔ
Ｖ
運
営
開
始

５
月　
　
　
第
３
代
秩
父
市
長
に
北
堀
篤
氏
が
就
任

７
月　
　
　
「
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
シ
ネ
マ 
ウ
ニ
ク
ス
秩
父
」
誘
致

10
月　
　
　
豊
島
区
と
の
姉
妹
都
市
締
結
40
周
年
記
念
式
典
開
催

４
月　
　
　
大
滝
国
民
健
康
保
険
診
療
所
移
転

５
月　
　
　
秩
父
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ぷ
め
る
ち
ゃ
ん
」
誕
生

６
月　
　
　
理
化
学
研
究
所
発
Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織
と
の
連
携
事
業

　
　
　
　
　
（
先
端
技
術
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
発
足

３
月　
　
　
世
界
初
、
秩
父
市
と
浜
松
市
で
ド
ロ
ー
ン
航
路
開
通

５
月　
　
　
第
４
代
秩
父
市
長
に
清
野
和
彦
氏
が
就
任

５
月　
　
　
第
75
回
全
国
植
樹
祭　
秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
を
主
会
場
に
開
催

平
成
28
年

（2016

年
）

平
成
29
年

（2017

年
）

平
成
30
年

（2018

年
）

令
和
３
年

（2021

年
）

令
和
４
年

（2022

年
）

令
和
５
年

（2023

年
）

令
和
６
年

（2024

年
）

令
和
７
年

（2025

年
）
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◎合併特例債
合併特例債とは
・新市建設計画（新市まちづくり計画）に基づく事業が対象
・合併年度及びこれに続く15年度起債可能（平成17年度事業から令和２年度事業が対象）
・充当率　事業費の95％
・元利償還金に対する地方交付税措置　70%を基準財政需要額に算入
秩父市実績
　起債総額　24,097,300千円（後年度交付税算入額　16,868,110千円）
主な事業
　市役所本庁舎等建設　　起債額	 3,248,800千円
　北部共同調理場建設　　起債額	 346,800千円
　小・中学校空調整備　　起債額	 251,100千円
　秩父第一中学校改築　　起債額	 2,224,100千円
　尾田蒔小学校校舎改築　起債額	 928,500千円
　高篠小学校改築　　　　起債額	 770,200千円
　吉田中学校改築　　　　起債額	 776,700千円
　荒川東小学校校舎改築　起債額	 522,800千円
　難視聴対策施設整備　　起債額	 87,800千円
　市内道路整備　　　　　起債額	 7,429,300千円
　地域振興基金積立　　　起債額	 2,437,000千円
　※基金運用益及び元金を地域振興のための事業へ充当

この合併により得られた国からの支援を活用して、さまざまなまちづくりを進めてきました。

◎地方交付税合併算定替え
地方交付税合併算定替えとは
・�新秩父市として算出した額（一本算定）と合併前の旧市町村ごとに算出した合計額（算定
替え）を比較し、多い額を交付
・�合併年度及びこれに続く10年度適用、その後、激変緩和措置５年度間適用（平成17年度か
ら令和２年度）
秩父市実績
　一本算定　81,810,667千円　　算定替え　99,162,788千円　
　地方交付税増額分　17,352,121千円

　この他、特別職の削減や議員定数の削減などが
合併による財政効果としてあげられます。

市町村合併に伴う財政優遇措置

財政優遇措置
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埼玉県における面積

隣接する市町村数

関東地方の市における林野率

秩父４ダム

市内にある日本百名山（深田久弥氏選定）

データでみる新たな秩父市データでみる新たな秩父市

１位　秩父市　　　(577.83㎢)
２位　さいたま市　(217.43㎢)
３位　飯能市　　　(193.05㎢)

１位　秩父市　　　　15市町村　
　同　長野県長野市　15市町村
　同　長野市飯田市　15市町村
４位　長野県松本市　14市町村
　同　愛知県豊田市　14市町村
　同　滋賀県甲

こう
賀
か
市　14市町村

※�隣接する都道府県は、東京都・群馬県・山梨県・長野県の４都県となり、これは岐阜県高山市および
京都府南丹市と並び最多です。

　新たな秩父市は、面積577.83㎢で、埼玉県の約
15％を占めています。市域の約87％は森林となっ
ており、これは埼玉県全体の森林の約40％にあた
ります。

　市域は、飯能市・ときがわ町・横瀬町・皆野町・小鹿野町・東秩父村・神川町、東京都奥多摩町、群
馬県藤岡市・上野村・神流町、山梨県山梨市・甲州市、丹波山村、長野県川上村と境を接しています。

１位　秩父市　　　　　(86.3%)
２位　栃木県日光市　　(82.9%)
３位　群馬県みどり市　(79.1%)

　市内には、荒川水系の4 つのダムがあり、荒川流域の洪水防止•生活用水や農業用水の確保•発電
等に役立っています。また、市内の広大な森林が持つ保水機能（いわゆる「緑のダム」）とともに
荒川流域の洪水防止に大きく貢献しています。
　なお、市町村内にあるダムの数は県内で最多です。

・甲武信ヶ岳（秩父市、山梨県山梨市、長野県川上村）	 標高：2,475ｍ
・雲　取　山（秩父市、東京都奥多摩町、山梨県丹波山村）	 標高：2,017ｍ
・両　神　山（秩父市、小鹿野町）	 標高：1,723ｍ

　日本百名山（深田久弥氏選定）が３座ある市町村は、全国的に見てもまれです。

（2020年農林業センサスより集計）

浦山ダム
（荒川地区）

二瀬ダム
（大滝地区）

滝沢ダム
（大滝地区）

合
かっ
角
かく
ダム

（吉田地区）

※�林野率とは、総面積に占める森林面積および森
林以外の草生地の割合です。


